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総務常任委員会 

 

 平成２０年８月２０日午前９時００分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎中西 和夫     ○伴  吉晴      小林  誠 

     紀  良治      嶋田 善行      辻  善次 

     中川議長 

 

２．理事者出席者 

    町     長  小城 利重    副  町  長  芳村  是 

    教  育  長  栗本 裕美    総 務 部 長  池田 善紀 

    総 務 課 長  佐藤 滋生    総 務 課 参 事         田 昌敬 

    同 課 長 補 佐         黒﨑 益範    同 課 長 補 佐         加藤 恵三 

    同 課 長 補 佐         谷口 智子    企画財政課長  巻 昭男 

    税 務 課 長  山﨑 善之    同 課 長 補 佐         松岡 洋右 

 教委総務課長         野﨑 一也    同 課 長 補 佐         吉村 三郎 

    生涯学習課長         清水 修一    生涯学習課技師  平田 政彦 

    監査委員書記  山   篤    会 計 管 理 者  浦口   

    会 計 室 長  清水 孝悦     

     

３．会議の書記 

    議会事務局長         藤原 伸宏    同   係   長         峯川 敏明 

 

４．審査事項 

    別紙の通り 
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開会（午前９時００分） 

署名委員 嶋田委員、 辻委員 

 

 おはようございます。全委員出席されておりますので、ただいまよ

り、総務常任委員会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 はじめに町長の挨拶をお受けいたします。 小城町長。 

 

  （ 町長挨拶 ） 

 

 最初に、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

署名委員に、嶋田委員、辻委員、のお二人を指名いたします。お二

人にはよろしくお願いいたします。 

 本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとお

りでございます。 

初めに、１．継続審査の（１）斑鳩町における歴史的史跡等の発掘

調査、整備保存に関することについてを議題といたします。 

理事者の報告を求めます。 清水生涯学習課長。 

 

それでは、斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に関

することについて、ご報告申し上げます｡ 

まず、（仮称）斑鳩町文化財活用センターの整備についてでありま

すが、９月議会での議決後に着工すべく入札準備を進めているとの報

告を５月２３日開催の当委員会にていたしました。しかし入札公告を

しましたところ、競争入札資格確認申請の受付が１社であったことか

ら契約審査委員会にて審議したところ、入札参加申込み時点で１社で

は競争原理が働かないことから、入札を延期することとなりましたこ

とをご報告いたします。つきましては、１２月議会での議決を目指し

て、再度入札事務を進めてまいりたいと考えております。 

次に、史跡中宮寺跡の整備についてでありますが、前回ご報告しま
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したとおり、６月１９日に史跡中宮寺跡整備検討委員会を開催いたし

まして、金堂基壇及び塔基壇などの伽藍中心部分の発掘調査計画案に

対して専門的な立場からご意見、ご指導を賜りました。このことから、

８月４日より発掘調査に着手しております。つきましては、調査成果

がある程度明らかになりました時点で、ご報告させていただきたく考

えております。 

その他の事業につきましては、特段ご報告いたしますことはござい

ません。以上でございます。 

 

 報告が終わりましたので、質疑意見があればお受けいたします。 

 嶋田委員。 

 

 文化財活用センターの入札で１社だけが応募されたということです

けれど。これに関してはどのようにお考えになっておられるのですか。 

 

 これまでの経緯につきましては、９月定例会での契約締結にかかる

理解を賜るよう入札事務を進めてきたところでございますが、先ほど

清水課長も申し上げましたとおり、６月２３日に入札公告を行い、７

月２日の受付終了までに１社のみの申し込みとなったところでござい

ます。一般競争入札につきましては、参加者が１社となった場合でも

入札は有効と解釈されているところでございますが、ただ、その競争

性の確保をいかに保つかとされているところでございます。本町にお

きましては、予定価格等の事前公表を行っており、この点に関しまし

て疑義が生じることも考えられますことから、契約審査委員会に諮り、

少しでも疑義が生じる見込みのあるものにつきましては、避けるべき

ものと判断させていただき、入札を延期させていただいたところでご

ざいます。 

 なお、本件入札につきましては、参加申し込み段階での入札中止で

ありましたことから、予定価格等の事前公表は行っておりません。 

 なぜ１社のみの参加となったということなんですれども、昨今の公
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共事業を取り巻く状況につきましては、新聞報道にもございますよう

に全国的に入札不成立が増加している状況にございます。この大きな

要因といたしまして建築資材や作業員賃金の高騰、また特に建築工事

におきましては民間のマンション建設や設備投資の増加などがその要

因と挙げられているところでございます。本件入札におきましても、

このようなことが背景にあるのではないかと推測しているところでご

ざいます。 

 今後のスケジュールなんですけれども、再入札におきましては１２

月議会定例会の契約議決を賜る予定で、前回と同様に制限付一般競争

入札で進めてまいりたいと考えております。このため、９月末頃には

入札公告を実施いたしまして、入札事務を進めてまいりたいと思いま

すのでよろしくお願い申し上げます。 

 

 よろしいですか。他ございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

継続審査については報告を受け、一定の審査を行ったということで

終わります。 

次に、２．９月定例会の付議予定議案についてを議題といたします。 

９月定例会において提案が予定されている議案について、あらかじ

め説明を受けることといたします。 

初めに、（１）斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関

する条例について、及び（３）特別職の職員で非常勤のものの報酬、

費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例については、

議会議員の報酬等に関しての関連した議案でありますので、一括して

説明を受けることといたします。 

理事者の説明を求めます。 佐藤総務課長。 
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それでは、斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する

条例について、特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例の一部を改正する条例について、２つの条例につ

きまして、お手元に配布させていただいております資料１及び３によ

りまして説明させていただきます。 

まず、資料１、斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関

する条例につきましては、制定案と末尾に要旨をつけております。ま

た、資料３、特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例の一部を改正する条例につきましては、改正案と新

旧対照表、末尾に要旨をつけさせていただいております。なお、両条

例につきましては、関連をしておりますので、一括で説明させていた

だきたいと思います。 

まず、資料１の斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関

する条例の要旨によりまして、両条例の内容説明をさせていただきた

いと思います。 

 

 （ 要旨朗読 ） 

 

なお、今回の両条例の制定と一部改正につきましては、議員報酬に

関する規定の整備を目的としたものでございまして、従前の議員報酬

に関する内容につきましては、変更がございません。 

それでは次に、資料１の斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例の説明に入らせていただきます。 

内容につきましては、先ほどご説明させていただきましたように変

更はございませんので、概略の説明とさせていただきたいと思います。 

まず、第１条では議員報酬の額について定めております。次に、第

２条では議員報酬の支給方法について、第３条では費用弁償について、

第４条では期末手当について、第５条では議員報酬等の支給方法につ

いて規定しております。１枚めくっていただいて別表のほうですが、

別表第１では、第１条関係の報酬月額を定めております。次に、別表
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第２では、第３条関係の旅費の額を定めております。 

続きまして、資料３のほうの説明に移らさせていただきたいと思い

ます。資料３の特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例の一部を改正する条例につきましては、資料の中

の新旧対照表に基づきまして説明させていただきたいと思います。 

まず、上段の題名の変更では、アンダーラインのところですが、旧

のほうでは「報酬、費用弁償及び期末手当」となっておりますけれど

も、そのなかから期末手当の言葉を除きまして、「報酬及び費用弁償」

に変更しております。これにつきましては、議員以外の非常勤の特別

職では期末手当はございませんので、期末手当の言葉を除いておりま

す。次に、第４条の２削除につきましては、整理により削っておりま

す。続きまして第５条ですが、第５条につきましては、議員報酬等の

関係で、新たに先ほども説明させていただきました条例を制定いたし

ましたので削っております。次に、第６条ですが、先ほどの第５条を

削除した関係で、６条から５条に繰り上げております。次に別表のほ

うですが、上段の別表１の議員報酬等は先程と同じように新条例に移

しておりますので削り、別表２以降を新のほうでは１つずつ繰り上げ

ております。 

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 

 説明が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあればお受けい

たします。ありませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

次に、（２）斑鳩の里歴史文化遺産保存・活用基金の設置、管理及

び処分に関する条例について、理事者の説明を求めます。 

巻企画財政課長。 
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それでは、９月定例会の付議予定議案の（２）斑鳩の里歴史文化遺

産保存・活用基金の設置、管理及び処分に関する条例案につきまして、

ご説明をさせていただきます。 

お手元に資料２といたしまして、条例案を配布させていただいてお

ります。この資料によりまして、ご説明をさせていただきます。恐れ

入りますが、末尾の要旨をご覧いただけますでしょうか。 

現在、設置しております藤ノ木古墳整備基金につきましては、史跡

藤ノ木古墳の整備が完了し、その目的を果たしたところでございます。

しかしながら、本町に受け継がれ、現存する歴史文化遺産は、わが国

の長い歴史のなかで生まれ、育まれ、今日の世代に守り伝えられてき

た貴重な国民的財産でございます。わが国の歴史、文化等の正しい理

解のために欠くことのできないものであると同時に、将来の文化の向

上・発展の基礎となるものでございます。 

そうしたことから、この貴重な歴史文化遺産を守り、次の世代に引

き継ぐため、その調査、保存及び活用を図るために、斑鳩の里歴史文

化遺産保存・活用基金を創設するものでございます。 

その内容についてでございますが、第１条では、設置目的について

規定しております。本基金につきましては、本町の貴重な歴史文化遺

産を守り、次の世代に引き継ぐため、その調査、保存及び活用を図る

ことを目的としております。第２条では、積立て額について規定して

おります。基金に積み立てる額につきましては、基金の目的に沿った

意向で申出のあった寄附金及び目的に必要とする金額としております。

第３条では、基金の管理について規定しております。基金の管理につ

きましては、その現金を金融機関への預金、その他最も確実、かつ有

利な方法により保管しなければならないものとしております。第４条

では、運用益金の取扱いについて規定しております。基金の運用益は、

基金の目的を達成するための事業の財源に充てるものとしております。

また、事業に充当した後、なお、余剰金が生じた場合には、基金に積

み立てるものとしております。第５条では、基金の繰替運用について

規定しております。財政上必要がある場合には、基金の現金を歳計現
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金に繰り替えて運用することができるものとしております。第６条で

は、基金の処分について規定しております。基金の目的の財源に充て

る場合に限り、基金を処分することができるものとしております。 

最後に、本条例の施行等についてでございますが、本条例の施行日

につきましては、議決をいただいた後、平成２０年１０月１日からの

施行を予定しており、斑鳩町藤ノ木古墳整備基金の設置、管理及び処

分に関する条例については、同日付けで廃止することとしております。 

また、斑鳩町藤ノ木古墳整備基金に属する現金は、本基金に引き継

ぐものとしております。なお、平成２０年３月末時点における藤ノ木

古墳整備基金の残高は、６６９万４，６０２円となっております。 

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろし

くお願い申し上げます。 

 

説明が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあればお受けい

たします。 嶋田委員。 

 

 この管理、第３条ですね。これは、具体的にはどういうふうに管理

されるんですか。 

 

 現在、基金の現金につきましても、金融機関等に定期預金で預金し

ておりますことから、この基金の現金につきましても定期預金等で管

理してまいりたいと考えております。 

 

 はい、わかりました。それとですね、この基金に関してですけれど

も、ふるさと納税ありますね。それとの兼ね合いはどのように考えて

おられるのか、ちょっとお聞きかせ願えますか。 

 

 今回、創設させていただきます斑鳩の里歴史文化遺産保存・活用基

金は、斑鳩の里に受け継がれました歴史文化遺産を守り伝えていくた

めに創設するものでございます。そうしたことから心のふるさと、斑
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鳩の歴史文化遺産を大事に思っていただける方々の意向を可能な限り

反映できるよう特定の史跡等を対象とはせず、広く活用できるものと

しております。また、ふるさと納税制度の活用も視野に入れて条例設

計をさせていただいたところでございますので、ふるさと納税の受け

皿としても設置させていただくこととなります。 

 

 今、ふるさと納税の受け皿として、をも考えてですね、設置すると

いうふうなことでするけれど、それ先ほどの説明には一切なかったで

すな。ふるさと納税始まってね、もうだいぶ経つし、理事者側も考え

ていくということなんでね。そこらへん、ここに入れよとは言いませ

んけれど、そこらへんをね、議会のほうにもはっきり明示していただ

きたいと思いますね。 

 これは、次の定例会の一般質問にも私さしていただこと思ってます

んで、ここではこれぐらいにしときます。 

 

 ほかございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

以上、９月定例議会に付議が予定されている事案については、あら

かじめ説明を受けたということで終わります。 

 次に、３．各課報告事項についてを議題といたします。 

まず初めに、（１）平成２０年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）

について、報告を求めます。 

巻企画財政課長。 

 

それでは、各課報告事項の（１）平成２０年度斑鳩町一般会計補正

予算（第４号）についてのうち、総務常任委員会が所管されます予算

補正の内容につきまして、ご説明をさせていただきます。恐れ入りま

すがお手元の資料４をご覧いただけますでしょうか。 
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はじめに、歳入予算の補正についてでございます。第９款地方特例

交付金では、平成２０年度の交付額の決定により、地方特例交付金の

児童手当特例交付金で１５万３千円の増額、減収補てん特例交付金で

１，２８２万８千円の増額、また、特別交付金では、８万７千円の増

額補正をお願いしております。第１０款地方交付税におきましても、

平成２０年度の普通交付税交付額の決定により、６，００４万円の増

額補正をお願いしております。次に、第１７款寄附金では、教育費寄

附金で、歴史文化遺産の保全と活用にと、７名の方からご寄附いただ

きましたことから、９万円の増額補正をお願いしております。第１８

款繰入金では、藤ノ木古墳整備基金繰入金で、６７６万２千円の追加

補正をお願いしております。藤ノ木古墳整備基金につきましては、史

跡藤ノ木古墳の整備が完了し、その目的を果たしたことでございます。

そのため新たな基金を創設してまいりますことから、藤ノ木古墳整備

基金に属する現金６７６万２千円を受け継ぐこととしております。次

に、第１９款繰越金では、平成１９年度一般会計の余剰金の確定によ

り、９，７０３万６千円の増額補正をお願いしております。次に、第

２１款町債では、土木債で、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業債について、

今年度前期の起債同意予定額の確定により、１４０万円の増額補正を

お願いしております。以上が、歳入に関わります予算補正の内容であ

ります。 

続きまして、歳出予算の補正についてであります。第２款総務費で

は、賦課徴収費で、平成２０年度税制改正により、個人住民税の公的

年金からの特別徴収制度の導入に伴い、平成２１年１月から公的年金

等支払報告書の情報を電子的に受け渡しすることとされたところでご

ざいます。このことによりまして、地方税ポータルシステムを導入し、

税務システム改修等の環境整備を行う必要が生じましたことから、平

成２０年度に要する導入費用等７５０万７千円の追加補正をお願いし

ております。次に、第９款教育費についてでございます。学校施設の

耐震化につきましては、国の緊急措置が大幅に拡充されるなど、その

対応が求められております。本町におきましても、児童・生徒の安全
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委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

を確保するほか、震災時の拠点となることから、現計画を可能な限り、

前倒しして実施してまいりたいと考えております。本年度において、

斑鳩小学校の本館東棟、本館西棟及び資料館、斑鳩西小学校の本館東

棟、本館西棟、北館東棟、北館西棟及び体育館、斑鳩中学校の体育館

の２次耐震診断を前倒しして実施するため、小学校学校管理費で２，

６５０万６千円、中学校学校管理費で３０６万４千円の追加補正をお

願いしております。また、文化財保存費では、斑鳩の里歴史文化遺産

保存・活用基金への積立金６８５万２千円の追加補正をお願いしてお

ります。これにつきましては、歳入のところで申し上げましたように、

新たに創設する「斑鳩の里歴史文化遺産保存・活用基金」に、藤ノ木

古墳整備基金に属する現金６７６万２千円を引き継ぐとともに、歴史

文化遺産の保全と活用にと、いただいた寄附金９万円を本基金に積立

てさせていただくものでございます。次に、第１２款予備費では、今

回の補正から生じました財源１億１，４４８万９千円を留保させてい

ただくこととしております。 

最後に、地方債の変更についてであります。歳入のところで申し上

げましたとおり、起債同意予定額の確定により、ＪＲ法隆寺駅周辺整

備事業の限度額を５億５，２１０万円とする補正をお願いしておりま

す。 

以上、簡単ではございますが、平成２０年度斑鳩町一般会計補正予

算（第４号）につきましてのご説明とさせていただきます。よろしく

お願いを申し上げます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあればお受けい

たします。ございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

次に、（２）町長専決処分について承認を求めることについて（損

害賠償請求上告提起兼上告受理申立事件について）、及び（３）町長
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専決処分について承認を求めることについて（平成２０年度斑鳩町一

般会計補正予算（第３号）について）は、関連する報告事項でありま

すので一括して説明を受けることといたします。 

理事者の説明を求めます。 吉田総務課参事。 

 

それでは、報告事項の（２）町長専決処分について承認を求めるこ

とについて（損害賠償請求上告提起兼上告受理申立事件について）、

（３）町長専決処分について承認を求めることについて（平成２０年

度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について）は、関連いたします

ので一括して説明いたします。 

このことに関しましては、峨瀬自治会集会所に伴う損害賠償請求控

訴事件について、６月２７日大阪高裁における判決がありまして、内

容につきましては、１審の奈良地方裁判所の判決を変更するものでご

ざいます。大阪高裁の資料５－２の判決文をご覧いただきたいと思い

ます。大阪高裁におけます判決の主文は、１、原判決を次のとおり変

更する。２、被控訴人は、小城利重に対し、２，１９４万６，８９９

円及びこれに対する平成１６年６月２６日から支払い済みまで年５分

の割合による金員の支払いを請求せよ。３、控訴人のその余の請求を

いずれも棄却する。４、訴訟費用（参加に要した費用を含む。）は、

第１、２審を通じ、これを５分し、その３を被控訴人の、その余を控

訴人の各負担とするものであります。 

町といたしましては、この大阪高裁の判決は極めて不当な判決であ

りますことから、最高裁に上告することといたしまして、その必要な

手続きとして、「損害賠償請求上告提起兼上告受理申立てについて」

及び「平成２０年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について」を

平成２０年７月７日付けで専決処分をさせていただいたものでありま

す。 

資料５をご覧ください。斑専第１１号、専決処分書についてご説明

申し上げます。専決処分書を朗読いたします。 
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 （ 専決処分書朗読 ） 

 

損害賠償請求上告提起兼上告受理申立てについてご説明申し上げま

す。 

 

 （ 専決処分書本文朗読 ） 

 

以上が、（２）町長専決処分について承認を求めることについて（損

害賠償請求上告提起兼上告受理申立てについて）の説明とさせていた

だきます。なお、第１審の判決文及び第２審の判決文を資料として添

付させていただいておりますので、ご参照の程よろしくお願いいたし

ます。 

次に、資料６をご覧ください。斑専第１２号、専決処分書について

ご説明申し上げます。まず、専決処分書を朗読いたします。 

 

 （ 専決処分書朗読 ） 

 

平成２０年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）につきましては、

歳入歳出予算の総額を補正することなく、歳出予算のみを補正したも

のであります。予算に関する説明書３ページをご覧ください。 

歳出について、第２款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理

費、第１３節委託料で最高裁に上告するため損害賠償請求上告提起兼

上告受理申立て事件の弁護士への着手金として、５万３，０００円の

増額補正をお願いするものでございます。第１２款予備費から充当す

るため、５万３，０００円の減額補正をお願いするものでございます。 

１ページをご覧ください。それでは、平成２０年度斑鳩町一般会計

補正予算（第３号）について朗読させていただきます。 

 

 （ 予算書朗読 ） 
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生涯学習

以上で（３）町長専決処分について承認を求めることについて（平

成２０年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について）の説明とさ

せていただきます。 

なお、この２議案につきましては、９月町議会定例会の初日にご報

告をさせていただく予定をしておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

以上で説明を終わらせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

 

説明が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあればお受けい

たします。 嶋田委員。 

 

 この専決処分されたことによる、専決処分されることの法的根拠は

あるんですか。他の行政区等でやられてるとか、そういうふうなこと

です。 

 

 このように上告審の場合は、判決があった場合、１４日以内に裁判

所へ上告する必要がございます。そうしたことから奈良県におきまし

ても、上告する場合においてはすべて専決処分で、地方自治法第１７

９条の第１項、いわゆる議会を開くいとまがないということで専決処

分をされております。 

 

 他ございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

次に、（４）放課後子どもプランについて、報告を求めます。 

清水生涯学習課長。 

 

それでは、報告事項（４）の、放課後子どもプランについて、ご報
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告申し上げます。 

放課後子どもプランは、小学校の子どもたちが放課後に安全で安心

して暮らせる居場所を確保し、さらに地域の方々の支援を得て様々な

体験や交流をし、社会性や、創造性を養い、地域の中で健やかに育ま

れる環境作りを目的としています。 

前回、６月議会の一般質問でも答弁させていただきましたが、今年

度は、試行的に９月から１１月の３ヶ月間の毎週水曜日の放課後から

午後５時頃まで放課後子ども教室を行う予定で募集を行いました。募

集につきましては、学校の空き教室が無い状況のため、体育館または

運動場での活動で実施し、各校の定員は４０人とし、小学生４年生か

ら６年生で保護者が迎えに来ることができる児童を条件として、５月

２７日から６月３０日の間、学校を通じて、募集を行いました結果、

３小学校で、合計で１４名の応募でありました。 

資料７で各学校別の人数を示しております。資料７の一番上、斑鳩

小学校で学年４年生で２人、５年生ゼロ、６年生２人、合計４名。そ

して真中の西小学校で４年生３名、５年生１名、６年生０名の計４名。

東小学校で４年生２名、５年生３名、６年生１名の合計６名。３つ合

わせますと１４名と。一番下の総計のなかで申込者１４名。昨年、ア

ンケートでこういうことをやりますからどうされますか、ご希望どう

ですかということでアンケートとりましたのが、この横の２４４名の

参加をしたいというアンケート結果に基づいて今回募集を行ったわけ

でございますが、蓋を開けてみれば１４名という希望者でありました。 

この１４名という少人数の応募結果のもと、７月２５日に開催いた

しました、放課後子どもプラン運営委員会で検討した結果、今年度に

ついては、とりあえず試行ということをやっているんだから、当初の

予定通り９月から３ヶ月間の水曜日、１３回行いますが、放課後子ど

も教室として実施していくということになりました。放課後子ども教

室の協力団体につきましては、老人クラブ、婦人会、総合型地域スポ

ーツクラブの３団体の方々が講師（指導員）、安全管理員として協力

していただく予定となっており、現在、実施に向けて学校及び協力団
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体との最終協議を行ったところであります。 

今後の予定でありますが、この８月２５日に保護者と児童、指導者

を交えての説明会を開催し、そして１１月に今年度の試行的に行った

放課後子どもプランの結果をふまえて、来年度以降の取り組みについ

てを運営委員会で検討してまいりたいと思っております。 

以上、放課後子どもプランのご報告でございます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあればお受けい

たします。 辻委員。 

 

 これ昨年度で、アンケートで２４４人あって、実数１４人というこ

とで、なんかこれどういう訳でこないなったのか。事後調査とかなん

かされたとか。 

 

 昨年の１１月に、対象者４年、５年、６年、８０７名のなかで、調

査結果が出たのが２４４名と。それでそのなかで条件として、今応募

をかけた条件と同じ条件でアンケート調査をかけました。その時には

今申しましたように２４４名。平均したら各学校８０名と。そのなか

で定員設けやなそれ以上に来るかということで、定員オーバーでした

ら抽選になるということで進めてまいりました。それで結果は１４名

と。４名、４名、６名という非常に少ない数でございました。なぜこ

のように少ないのかと。運営委員会でも色んな議論がありました。そ

のなかでは、４年、５年、６年というのはやはり塾、習い事とかいう

のはやはり１年、３年より多いと。なぜ４年生したのかと。これはア

ンケートをとったなかで２４４名という数で４０名は来られるやろと

いう見込みでありました。そして結果的にはそういう結果になったと。

ただそのなかで、１年、２年、３年、低学年にしてたらもう少しは来

ただろうという意見も当然ございました。ただ、そのなかで昨年の定

員以上来るということで、１年生から６年生を一括するということも

考えましたが、やっぱり体力差、そして４、５、６に決めたのは、１
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年、２年、３年、４年、学童保育にいっていると、いうなかで、それ

やったら４年、５年、６年ということで、した結果が１４名と。思わ

ぬ少ない人数になった、一応そう推測しております。 

 

 よろしいですか。他ございませんか。 嶋田委員。 

 

 これ１４名いうのは、こんなん国の机上の空論だけで、学童もやっ

てんのにね、こういうことやること自体間違うてるという結果ですわ

な。はっきり言うて。そやから、中止も含めてですね、３ヶ月試行期

間言わはるけれども、場合によっては１ヶ月でも中止すると、そうい

うような方向でね、やっていかれたらどうですか。 

 

 今、嶋田委員おっしゃるように、本当に１４名というなかで、実際

に各学校で４名、そしてあと指導員来ていただいて、子どもたちが本

当にそういう本来の目的という形で地域のふれあい、そして色んな体

験とかできるかということも、本当に意見がございました。とりあえ

ず、３ヶ月したらそのなかでその様子をみて、またそこの学年の子、

学校の子が、こんなんやったら僕も参加したいと、いうことも出てく

るやろというなかで、とにかく３ヶ月は試行したいという考えでござ

います。 

 

 よろしいですか。他ございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

それでは、ほかに理事者側から報告しておくことはございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

以上、これら各課報告事項については終わります。 



 - 18 - 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いて、その他について、各委員より何か質疑、意見等があればお

受けいたします。ございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

ないようですので、私のほうから確認をさせていただきたいと思い

ます。 

９月定例会では、決算審査特別委員会が設置される予定であります。

例によりまして、当委員会から２名の委員をあらかじめ選出させてい

ただいておきたいと思います。 

委員を希望される方おられましたら挙手をお願いいたします。 

 

 （ 挙手する者あり ） 

 

辻委員、小林委員ということでお願いしたいと思いますがよろしい

でしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

両委員には、よろしくお願いをしたしておきたいと思いますが、後

日、調整が必要となることも考えられますので、その際にはご協力方

お願いしたいと思います。 

その他については、これをもって終わります。 

 以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了いたしまし

た。なお、本日の委員会報告のまとめについては、例により正副委員

長にご一任いただきたいと思いますがご異議ございませんか。 

 

 （ 異議なし ） 
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 ありがとうございます。それでは、閉会にあたり町長の挨拶をお受

けします。 

    

（ 町長挨拶 ） 

 

これをもって、総務常任委員会を閉会いたします。ご苦労様でした。 

 

              （ 午前 ９時４５分 閉会 ） 

 


